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滋賀県として開発中の「架け橋期のカリキュラム」は、園と小学校が協働で作成
する「共通シート」と「実践記録」で構成されています。
園と小学校が共通の視点をもって、保育・教育の実践をするために、「共通シー

ト」には、大きく三つの視点を設けています。共通の視点は、①期待する子ども像、
②期待する子ども像に関連がある「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」、③期待
する子ども像に迫るために大切にしたいことです。
　園と小学校が共通の視点を理解したうえで、互いに実践し、「幼児期の終わりまで
に育ってほしい姿」が見られた子どもの学びの姿を「実践記録」に描き出しましょう。
実践したことを、互いに振り返り、共有することで、保育・教育の質の向上を図ること
が大切です。


